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〔注意事項〕
　・監督者の指示があるまで解答用紙を開いてはいけません。
　・全てのページの所定欄に受験番号、氏名を記入しなさい。

受験番号 氏名

令和２年度前期日程試験解答用紙（生物）
【 解 答 例 】



① Ⅱ ② Ⅰ

③ ５ ④ ３ ⑤ ３ ⑥ ３ ⑦ ４

化合物A リブロースビスリン酸（リブロース二リン酸）

化合物B ホスホグリセンリン酸

化合物C オキサロ酢酸

ア 12 イ CO2 ウ O2 エ ６

増加量の多かった植物 植物 X 増加量 6.1 mg

光化学系Ⅰ
光 化 学 系 Ⅱ 、 電 子 伝 達 系 を 流 れ て

く る 電 子 を 受 け 取 る 。

光化学系Ⅱ
水 の 分 解 に よ っ て 生 じ た 電 子 を 受

け 取 る 。

　問２

　問３

　問４

　　（１）

　　（２）

　問５
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受験番号 氏名
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〔2020A〕

第１問
　問１

第 1問
１枚目
得　点



水 が 分 解 さ れ る こ と に よ っ て 水 素 イ オ ン が チ ラ コ イ ド 内

に 貯 え ら れ る 。 ま た 、 水 か ら 引 き 抜 か れ た 電 子 が 電 子 伝

達 系 を 移 動 す る 際 に 遊 離 す る エ ネ ル ギ ー を 使 っ て 、 ス ト

ロ マ 側 か ら チ ラ コ イ ド 内 部 に 水 素 イ オ ン が 能 動 輸 送 さ れ

る 。 こ れ ら の 結 果 、 チ ラ コ イ ド 膜 を は さ ん で 水 素 イ オ ン

濃 度 に 濃 度 勾 配 が 生 じ る 。 こ の 濃 度 勾 配 が 十 分 に 大 き く

な る と 、 チ ラ コ イ ド 内 の 水 素 イ オ ン は チ ラ コ イ ド 膜 に あ

る A T P 合 成 酵 素 を 通 っ て ス ト ロ マ 側 に 拡 散 す る 。 A T

P 合 成 酵 素 は 水 素 イ オ ン が 拡 散 す る 際 の エ ネ ル ギ ー を 使

っ て A D P と リ ン 酸 か ら A T P を 合 成 す る 。
（250字）

化合物A 6 分子 化合物B 12 分子 グリセルアルデヒドリン酸 12 分子

ア 化合物 B イ 化合物 A

選択肢 a

暗 黒 下 で は A T P と N A D P H の 供 給 が な く な る た め 、

化 合 物 B か ら 化 合 物 A へ の 反 応 が 停 止 す る 。 し か し 、 二

酸 化 炭 素 が あ る た め 化 合 物 A か ら 化 合 物 B へ の 反 応 は 、

化 合 物 A が 残 っ て い る 間 は 継 続 す る 。 そ の 結 果 、 化 合 物

B は 一 時 的 に 増 加 す る 。

（150字）

　問８

　　（１）

　　（２）
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第１問
２枚目
得　点

　問６

　問７



C4 植 物 は 、 葉 の 内 部 の 二 酸 化 炭 素 濃 度 が 低 く て も 、 葉 肉

細 胞 内 で 二 酸 化 炭 素 親 和 性 の 高 い P E P カ ル ボ キ シ ラ ー

ゼ が 二 酸 化 炭 素 を P E P に 固 定 し 、 C4 化 合 物 を 生 成 す る。

維 管 束 鞘 細 胞 に 送 り 込 ま れ た C4 化 合 物 か ら 二 酸 化 炭 素 が

供 給 さ れ る た め 、 維 管 束 鞘 細 胞 内 は 二 酸 化 炭 素 濃 度 が 比

較 的 高 く 保 た れ る 。 ル ビ ス コ は P E P カ ル ボ キ シ ラ ー ゼ

に 比 べ て 二 酸 化 炭 素 親 和 性 が 低 い が 、 維 管 束 鞘 細 胞 で は

二 酸 化 炭 素 と C5 化 合 物 の 反 応 を 十 分 に 触 媒 で き る た め 、
カ ル ビ ン ・ ベ ン ソ ン 回 路 が は た ら く 。 C4 植 物 は 以 上 の よ
う な 仕 組 み に よ っ て 光 合 成 速 度 を 維 持 す る 。

サトウキビ、ススキ、トウモロコシ

　問９

　　（１）

　　（２）

（250字）

選択肢 c

二 酸 化 炭 素 が 供 給 さ れ な い と 化 合 物 A か ら 化 合 物 B へ の

反 応 が 停 止 す る た め 、 化 合 物 B は 減 少 す る 。 し か し 、 光

が 照 射 さ れ て A T P と N A D P H は 供 給 さ れ る の で 、 化

合 物 B が 残 っ て い る 限 り は 化 合 物 A へ の 反 応 が 継 続 し 、

一 時 的 に 化 合 物 A が 増 加 す る 。

（150字）
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〔2020A〕

第１問
３枚目
得　点

第１問
合　計

　　（３）



2 分子

⑴ 高い ⑵ 高い

GS1 0.4mmol x 1 = 0.4mmol

GS2 0.2mmol x 2.2 = 0.44mmol（0.4mmol でも正答とする。）

⑴ ○ ⑵ ○ ⑶ ×
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受験番号 氏名

令和２年度前期日程試験解答用紙（生物）

〔2020A〕

第２問
　問１

第２問
１枚目
得　点

　問２

　問３

　問４



　問５

図 1 、 図 2 、 お よ び 図 4 よ り 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン A は 水

温 が 15 ℃ を 越 え る 夏 季 に は 、 高 温 性 の G S 2 が 主 と し て

G S / G O G A T 活 性 を 律 速 し 、 水 温 が 5 ℃ か ら 15 ℃ ま

で の 夏 季 以 外 は G S 1 が 律 速 し て い た と 推 定 さ れ る 。 問

題 文 よ り 、 こ の 湖 沼 で 周 年 、 高 濃 度 の NH4
+ が 供 給 さ れ る こ

と に な っ た 場 合 、 水 温 の 高 い 夏 季 に は 高 濃 度 NH4
+ 存 在 時 の

G S 活 性 が 高 い G S 2 が 機 能 す る た め 、 植 物 プ ラ ン ク ト

ン A は 、 高 濃 度 の NH4
+ を 十 分 に 利 用 し て 増 殖 で き る が 、 夏

季 以 外 の 季 節 に は 、 G S 1 の 最 大 G S 活 性 が 比 較 的 低 い

た め 、 増 殖 は 制 限 さ れ て い た は ず で あ る 。 も し 、 水 温 が

低 い 時 に 植 物 プ ラ ン ク ト ン A の G S 1 よ り も 最 大 活 性 が

高 い グ ル タ ミ ン 合 成 酵 素 を 持 っ て い る 植 物 プ ラ ン ク ト ン

B が 出 現 し た 場 合 、 夏 季 以 外 の 季 節 の 無 機 窒 素 同 化 活 性

に お い て 植 物 プ ラ ン ク ト ン A よ り も 優 位 に 立 つ こ と が で

き る 。 こ の た め 、 冬 季 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 種 組 成 が 変 化

し た と 思 わ れ る 。

（500字）
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第２問
２枚目
得　点

第２問
合　計



ヤマネ、ムササビ、ニホンモモンガ、ヒメネズミ

腐食連鎖

第３問
　問１

　問２

　問３

　問４

ビ ー バ ー の 増 加 で 地 域 の 水 環 境 が 劇 的 に 変 化 し 、 そ れ に

よ り 様 々 な 生 物 に 良 好 な 生 息 環 境 が 生 ま れ た 。 例 え ば 、

池 や 湿 地 が 増 え 、 淡 水 魚 や 水 辺 の 植 生 を 中 心 と す る 食 物

連 鎖 が 新 た に 形 成 さ れ る 等 、 生 物 の 多 様 性 が 高 ま っ た 。

（125字）

生 態 系 に お い て 比 較 的 少 な い 生 物 量 で あ り な が ら も 、 生

態 系 全 体 の 構 造 や 性 格 を 決 め る 生 物 種 を 指 す 。 イ エ ロ ー

ス ト ー ン の ヤ ナ ギ は 生 態 系 を 構 成 す る 重 要 な 生 物 種 だ が

生 物 量 が 多 い 優 占 種 で あ り 、 キ ー ス ト ー ン 種 と は み な さ

れ な い 。
（125字）
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第３問
１枚目
得　点



　問５

複 数 の 理 由 か ら 反 対 で あ る 。 例 え ば 次 の よ う な 理 由 を 挙

げ る 。 日 本 で オ オ カ ミ が 導 入 さ れ た 場 合 に は オ オ カ ミ の

生 息 域 と 人 間 の 居 住 域 が 近 く な る こ と が 予 測 さ れ 、 人 間

社 会 と の 軋 轢 が 問 題 と な る 可 能 性 が 高 い 。 ま た 、 そ う し

た 事 態 へ の 対 応 と し て 野 生 生 物 管 理 の 体 制 作 り が 必 要 と

な る が 、 シ カ や イ ノ シ シ を 適 正 に 管 理 で き な い 現 在 の 状

況 の 中 で オ オ カ ミ を 導 入 す る こ と は 無 謀 で あ る 。 ま た 、

絶 滅 し た ニ ホ ン オ オ カ ミ の 代 用 と し て 他 の 地 域 か ら オ オ

カ ミ を 導 入 す る こ と を 考 え る と 、 ニ ホ ン オ オ カ ミ よ り も

体 格 も 大 き く 、 亜 種 レ ベ ル で 異 な る こ と か ら 生 態 系 の 復

元 と は 単 純 に 言 え な い 。 さ ら に 、 外 部 か ら の 導 入 と な れ

ば 感 染 症 の リ ス ク な ど の 問 題 も あ る 。 そ も そ も 、 現 代 の

日 本 の 環 境 の 中 に 新 た な 生 物 種 を 導 入 す る こ と に な る の

で 、 ど の よ う な 生 態 系 が 作 ら れ る の か 未 知 の 部 分 が あ ま

り に 多 く 軽 々 に 実 行 す べ き で は な い 。

（400字）
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受験番号 氏名

令和２年度前期日程試験解答用紙（生物）

〔2020A〕

第３問
２枚目
得　点

第３問
合　計


